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２０２０年度 第４回企業倫理委員会 議事概要 

 

 １．日 時  ２０２１年３月８日（月） １０：００～１２：００ 

 ２．場 所  中国電力株式会社 本社１号館１２階特別会議室 

 ３．出席者 

  （委員長）     苅田 知英  代表取締役会長 

  （副委員長）    馬場 則行  弁護士 

  （副委員長・幹事） 岡田 誠之  常務執行役員 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進部門長 

  （委 員）     磯村 定夫  中国地域ニュービジネス協議会 参与 

            松浦 秀子  日新運輸工業㈱ 代表取締役社長 

            清水 希茂  代表取締役社長執行役員 

  （オブザーバー）  田村 典正  取締役監査等委員 

  （説明者）     石井 浩一  執行役員 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進部門部長（ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ） 

                   兼．原子力強化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ担当部長 

 ４．欠席者 

（委 員）     渡辺 伸吾  中国電力労働組合執行委員長 

 

５．議事概要 

【委員長あいさつ】 

委員会の開催にあたり，あいさつを申しあげる。 

まず，２０２０年度第３四半期決算については，競争進展に加え，新型コロナウイルスの影

響などにより小売販売電力量が大幅に減少した一方，経営全般にわたる効率化の取組みなどに

より，「減収・増益」となった。 

今後も更なる競争の進展等により経営環境が厳しさを増していく中で，グループ経営ビジョ

ンの達成に向け着実に取組みを進めるとともに，エネルギー供給を通じた脱炭素社会の実現と

地域の発展およびカーボンニュートラルに向けた技術開発に取組み，先日決意表明した「２０

５０年カーボンニュートラル」にグループ一体となって挑戦していく。 

昨年末以降，厳しい寒さが続き全国的に電力需要が大幅に増加し，中国エリアにおいても供

給力不足が懸念される状況となった。本年１月６日，当社と中国電力ネットワークにそれぞれ

電力需給対策本部を設置し，高経年火力を含めたあらゆる発電所のフル稼働や，他の一般送配

電事業者からの電力融通，お客さまへの節電協力のお願いなど，最大限の対策を講じて安定供

給に努めた。現在，電力需要は落ち着きを見せているが，今後，需給ひっ迫の要因や市場価格

高騰に係る全国大の議論も踏まえ，今回の対応で明らかになった課題等を検討していく。 

島根２号機については，２月１８日の審査会合で，これまでいただいたコメントの回答をす

べて完了し，審査は終盤を迎えている状況である。点検不備やサイトバンカ事案に対する再発

防止対策を確実に実施していくとともに，地域の皆さまからより信頼いただけるよう更なる原

子力安全文化の醸成に努める。 

また，来年度のコンプライアンスの取組みについて，今年度の取組み状況や不適切事案の発

生状況を踏まえ，コンプライアンス意識や業務管理の徹底に引き続き取り組むとともに，「積極

的に正す」姿勢の浸透や言い出しやすい職場づくりに向けた施策を，工夫を加えながら取り組

んでいく。 
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１．コンプライアンス推進の取組み状況について 

島根原子力発電所における点検不備およびサイトバンカ建物の巡視業務の未実施に対する取

組み状況，コンプライアンス推進施策の主な実施内容，２０２１年度全社コンプライアンス推

進の取組みについて説明した後，議論を行った。 

〔主な意見〕 

（１）島根原子力発電所点検不備に対する取組み状況 

・島根原子力発電所点検不備に関わる再発防止の取組みは，着実に実施されているものと受

け止める。引き続き，安全文化に対する意識の維持・向上をはかるとともに，再発防止策

が効果的に機能しているかなど，取組みの評価・改善が継続的に繰り返されるよう活動し

てほしい。 

・お客さま視点の価値観を認識する機会拡大に関して，地元高齢者施設等の訪問による照明

器具等の清掃活動を実施したと聞いている。従前から取り組んでいる活動であり，意見収

集，会社を知っていただく観点からも大変に良い活動と思う。是非とも継続して欲しい。 

（２）島根原子力発電所サイトバンカ建物の巡視業務の未実施に対する取組み状況 

・本事案は協力会社と中国電力との両社の課題を浮き彫りにした。中でもコミュニケーショ

ンのあり方に着目して対話活動を進めていることは，必ず協力会社の原子力安全文化の意

識を高めることに繋がると思うため，引き続き実施してほしい。 

・点検不備問題について，これまで１０年間の再発防止策の実施状況や成果等を再検討する

ことにより，なぜまた今回の不祥事が起きたのかその原因を検討して欲しい。 

（３）コンプライアンス推進施策の主な実施内容 

○不適切事案の水平展開 

・時勢に即した新しい事案の水平展開は効果があると思う。自分の立場に置き換えやすい事

案の展開を続けて欲しい。 

○新職場における問題提起活動 

・新職場における問題提起活動は，現場ではコミュニケーションツールにもなるという前向

きな意見が多いとのことであり，今後もぜひ継続して欲しい。前職場の問題点等も報告す

るように追加されたが，問題点だけでなく参考にすべき点も出るようであれば更に良い。 

（４）２０２１年度全社コンプライアンス推進の取組み 

・新型コロナウイルス感染防止のために，コンプライアンス推進施策の実施方法に制約があ

ると思われるが，順調にいくことを期待している。特にグループ会社の役員・社員に対す

る研修や支援等を十分行うようにして欲しい。 
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２．内部通報制度の運用状況について 

２０２０年１１月～２０２１年１月における内部通報制度の運用状況（通報件数：１４件）

について説明した後，議論を行った。 

〔主な意見〕 

○所感 

・通報事案の対応については，概ね問題ない。 

・セクハラ・パワハラの問題が多いと思われる。このような事案は，解決したように見えて

も被害者の心情としては解決せず，後に尾を引くこともあるため，十分注意して欲しい。 

 

①ＰＣＢ事案について 

 今回のような「たらい回し」を社外のお客さまが受けたなら，中国電力のイメージは確実

に損なわれると思うため大いに問題である。関係４部門が検討した対応が全社に浸透する

ようにして欲しい。 

 

②パワハラ事案について 

 通報しようとしている者が通報により不利益を受けることを不安に思っているようで，通

報制度に対する信頼がまだ不十分と思われる。通報制度の充実のためには，このような不

安を取り除くことが必要だと思う。 

 委託先についても，コンプライアンスに関する教育の有無等，最低限の確認・指導は必要

なのではないかと思う。 

    

以 上 

（添付資料） 

  資 料 「コンプライアンス推進の取組み状況について」 

 

 

 


